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我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
減
少
し
て
お
り
、
昨

年
の
全
産
業
に
お
け
る
死
亡
者
数
は
過
去
最
少
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
休
業
四
日
以
上

の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
産
業
を
中
心
に
増
加
し
続
け
て
お
り
、
昨
年
は
約

十
三
万
五
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
社
会
的
・
経
済
的
損
失
は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
が
進
み
、
人
手
不
足
の
課
題
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な

る
中
で
、
高
齢
者
や
女
性
な
ど
多
様
な
人
材
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
転
倒
な
ど
の
行
動
災
害

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
増
加
、
働
き
方
の
多
様
化
が
も
た
ら
す
影
響
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
将
来
の
予
測
の
困
難
な
現
代
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
、
諸

課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
産
業
現

場
に
柔
軟
に
取
り
入
れ
、
複
雑
化
す
る
就
労
環
境
と
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
化
学
物
質
の
自
律
的
管
理

に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
そ
の
浸
透
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
業
場
で

継
続
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。 

 

労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
働

く
人
、
全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
、
事
業
者
、
労
働
者
等
全
て

の
関
係
者
が
、
第
十
四
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
重
点
事
項
を
確
実
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

本
大
会
は
、
企
業
の
、
さ
ら
に
は
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、
全
国
の
関
係
者
の
参
集

の
下
、
最
新
の
情
報
を
共
有
し
、
学
び
、
交
流
す
る
「
知
恵
の
貸
し
借
り
」
の
場
で
あ

る
。
こ
こ
広
島
の
地
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
お
い
て
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を

こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
六
年
十
一
月
十
三
日 

第
八
十
三
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会 


